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「基礎・基本」定着度調査は，小・中学生が

基礎学力を確実に身に付けているかを調べ，指

導法改善に生かすために，実施されてきた。昨

年度の実施結果によると，算数科全体の平均通

過率74.6％で概ね定着している。しかし，繰り

返し調査し指導の重点化を啓発しているが，な

かなか定着が図られない内容もある。

そこで本稿では，児童が身に付けるべき「学

力」を定着させるための算数的活動とその充実

を目指した具体的な学習指導の工夫について

述べる。

１ 「基礎・基本」定着度調査結果から見える

算数科の課題

(1) 調査結果から

過去２年間の調査結果（図１）を見ると，

「数学的な考え方」に関する問題の平均通

過率が，他の観点より低いことが分かる。

図１ 年度別の観点別県平均通過率

平均通過率が40％台の問題は，「数学的

な考え方」に関してで，問題文から数量の

関係や解決方法を捉えることが求められ

る内容であった。

(2) 課題の考察

具体的に，平均通過率が40％台であった

二つの問題から課題を分析する。

４ 答えが210×0.6の式で求められる問

題を下のア～エの中から１つ選んで，

その記号を□の中に書きましょう。

ア 肉を0.6㎏買って，210円払いまし

た。この肉１㎏のねだんはいくらでし

ょう。

イ 210㎏の米を0.6㎏ずつふくろにつ

めます。米を全部つめるには，ふくろ

はいくついるでしょう。

ウ 赤いテープは210cm です。赤いテー

プは白いテープの0.6倍です。白いテ

ープの長さは何㎝でしょう。

エ １ｍのねだんが210円のリボンを

0.6ｍ買いました。リボンの代金はい

くらでしょう。

平均通過率 45.9％

文章問題の中にある数量の関係を構造

的に捉えられなければ，文章問題がどの演

算を表しているのか判断できない。児童が，

文章問題で表されている具体的な事象を，

数直線や線分図などの図的表現やブロッ

クなどを用いた操作的表現に表したり，簡

単な言葉に表したりしながら事象を多面

的に捉えられるようになる必要がある。

算数的活動の充実を目指した算数科学習指導の工夫

－「基礎・基本」定着度調査を踏まえて－
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12 みのるさんは，一週間に読んだ本のペー

ジ数を下のような表にまとめています。

みのるさんは，お母さんに言われたとお

り，月曜日から日曜日までの一週間に読ん

だページ数の平均が30ページになるよう

に，目標を立てました。この目標を達成す

るためには，日曜日に，あと何ページ読め

ばよいでしょうか。

平均通過率 40.2％

この問題には，「みのるさんの一週間に

読んだページ数」の表と吹き出しの言葉の

中に多くの情報が示されている。その中か

ら，読んだページの総数と平均のページ数

との関係を捉え，分かっている情報を整理

することが求められる。情報を整理するた

めには，図や文字等に表現することが大切

である。今回の場合は，月曜日から金曜日

までの読んだページの総数（125ページ）

を表の下に書き込んだり，土曜日に読んだ

ページ数（45ページ）を表の中に書き入れ

たりすることによって情報が整理される。

さらに，問題の裏に隠されている内容を

読み取ることも大切である。問題の「平均

が30ページになるように目標を立てまし

た。この目標を達成するためには，日曜日

に，あと何ページ読めばよいでしょうか。」

という問いかけから，『一週間に読んだ合

計が210ページになればよい。』ということ

に気付かなければならない。つまり，問題

にある解決の糸口を読み取るためには，児

童が，平均という意味やそれに関連する知

識や技能をいつでも想起できる状態にま

で深く理解しておく必要がある。

２ 課題を踏まえた充実すべき算数的活動

上記の二つの問題から見えてきた課題を

踏まえ，今後の算数科の学習の中で必要とな

る改善策について提案する。児童が問題を捉

え，解決方法を導き出せるようにするために

は，主体的に問題に関わろうとする次のよう

な算数的活動の充実が求められる。

(1) 事象を多様の表現様式に表す算数的活動

算数科では，日常にある算数に関わりの

ある事象を日常の言語を含め，表１のよう

な複数の表現様式を用いて表す。

表１ 数学的な表現

表現様式 詳 細

現実的表現
事象に関わる実物を用いて，事

象を表現する。

操作的表現

ブロックやおはじきなど実物に

代わり，動かすことができるもの

を用いて表現する。

図 的 表 現
事象にある数量の関係を数直線

や線分図などで表現する。

言語的表現 言葉や数字を用いて，表現する。

記号的表現
「＋」や「×」などの記号と数

字を用いて，式に表現する。

算数に関わりのある事象を文章問題と

いう形で提示された場合，何算を表してい

るのかを判断し，式化するためには，具体

的な事象にある数量の関係を的確に捉え

られなければならない。文章問題の内容を

必要に応じて表１に示した表現で捉えら

れるようになるためには，教師が，日々の

授業の中で，児童の学年に応じて多様な表

現様式で表す算数的活動を充実させるこ

とが大切である。
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Ａ町行き電車
の時刻表
８：００
８：０６

・
・
・

Ｂ市行き電車
の時刻表

８：００
８：０８

・
・
・

(2) 事象と事象の共通点や相違点を捉える

算数的活動

文章問題を数直線等に表現できなかっ

たり，表現できても読み取れなかったりす

る原因として，加法・減法・乗法・除法そ

れぞれの意味を理解できていないことが

考えられる。よって教師は，加法・減法・

乗法・除法それぞれの意味を，図的表現を

基に確実に理解させることが大切である。

図的表現の例として，12÷４と３×４を

テープ図に表してみると次のようになる。

○ 12÷４（除法）の場合

○ ３×４（乗法）の場合

二つのテープ図を比べてみると，全体量

から単位量当たりの大きさを求めようと

しているのが除法で，単位量当たりの大き

さを基準に全体量を求めようとしている

のが乗法であることが分かる。このように，

図的表現の中から除法と乗法の相違点を

捉えさせることで，児童にそれぞれの意味

を理解させたい。

次に，５×２と５×0.6 を表したテープ

図を基に，乗法について考えてみる。

○ ５×２（乗法）の場合

○ ５×0.6（乗法）の場合

この場合は，どちらも乗法であるが，求

める数量の位置が異なる。乗数が１より小

さい場合は，求める数量の位置が右端に位

置しないため，児童によっては除法を表し

ているように思うことが予想される。ここ

では，同じ乗法場面であるので，単位量当

たりを基準にしている点が共通している

ことから乗法であることを理解させたい。

このように加法・減法・乗法・除法の

意味を確実に理解させるためには，図的表

現等を媒介に事象と事象の共通点や相違

点を捉える算数的活動を充実させること

が大切である。

(3) 提示されたものに関連する内容を洗い

出す算数的活動

算数に関わりのある事象は，表１で示さ

れた様々な表現様式によって提示される。

特に文章や図，グラフなどで提示された場

合，問題の解決方法に関係する内容に気付

きにくい状況がある。

３ ある駅から，Ａ町行きの電車とＢ市行

きの電車が午前８時に同時に出発しま

した。その後，Ａ町行きの電車は６分お

きに，Ｂ市行きの電車は８分おきに出発

します。

(1) Ａ町行き

の電車とＢ

市行きの電

車が，次に

駅を同時に

出発する時刻は，午前何時何分でし

ょうか。

（以下省略）
平成 24 年度『基礎・基本』定着度調査から

出発時刻に着目すると，「分」の数値が

それぞれ６，８の倍数であることや，問題

文の言葉から公倍数が関係していること

が読み取れる。このようなことに気付ける

ようにするためには，別の表現様式に置き

１ ４

？ 12

１ ４

？３

１ ２

？５

１ ２

？ ５

0.6
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換えたり，観察したりしながら，読み取れ

る情報を洗い出す算数的活動を充実させ

ることが大切である。

３ 算数的活動を充実させるための学習指導

の工夫

算数的活動を充実させるための学習指導

の工夫として，以下のような点に留意するこ

とを提案する。

(1) 関連付けることを意識した発問の工夫

一つの事象を多様な表現様式で表しても，

それらを関連付けて捉えられるようにす

る必要がある。そこで，図２のような発問

を通して，それぞれの表現様式で表された

数量等を関連付ける指導を行う。

水そうに 金魚が ３びき いました。

あとから ２ひき いれました。

○○○ ← ○○

３ ＋ ２

図２ 関連付けを意識した発問

(2) 同じ表現様式で比較する場の設定

事象と事象にある共通点や相違点は，図

と図，操作活動と操作活動のように，同じ

表現様式で比較すると気付きやすい。従っ

て，同じ表現様式を比較しやすくなるよう

に，提示の仕方を工夫する。具体的には，

黒板に並べて提示したり，ＩＣＴ機器を活

用し，ブロックなどの操作の動きが比べら

れるようにしたりする。

(3) 多面的に捉える活動の設定

事象に隠された意味や内容を読み取れ

るようになるためには，以下のような活動

を通して，多面的に事象に迫らせることが

大切である。

ア 別の言葉に置き換える活動

例えば，「100を半分にする」を読んだ

とき，「100を２で割る」，「100を0.5倍す

る」など，別の言葉に置き換える活動を

行う。文章問題を読んだときに，教師か

ら「言い換えるとどんなことですか。」

と発問したり，友達の説明を聞いて，自

分なりの表現で言い直したりするなど，

別の言葉に置き換える活動を充実させ

る。

イ 関連する知識や見方を想起する活動

事象に出合ったとき，関連する知識や

見方をできるだけ多く想起できれば，よ

り早く解決方法が導き出せる。そこで，

「この図形にはどんな特徴があります

か。」，「平均の数が分かると他に何が求

められますか。」などの発問を通して，

関連する知識や見方を想起させる活動

を充実させる。また，数や図形に関する

知識や見方を想起しやすくするために

は，フラッシュカードやウエッビング法

を用いた活動を取り入れることも効果

的である。

課題を踏まえた充実すべき算数的活動を位

置付けた学習指導によって，児童の学力の定着

が図れる授業となることを期待したい。
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３びきは，図や式で

言ったら，どれですか。

囲んでください。

式にある「＋」は，図や言葉で言ったら，

どれですか。指し示してください。


